
◆働き方改革推進支援助成金（団体推進コース）取組事例

①全自動紙折機の導入による労働時間短縮の取組み

【課題ときっかけ】

・地域の中小･小規模事業者は慢性的な労働力不足･後継者不足が続いており、労働時間短縮も進んでいませんでした。そのため、今ま

で手折りしていた配布するチラシや請求書等の紙折作業の負担を軽減させ、生産性の向上と労働時間短縮を目指しました。

【取組内容】

・労働時間短縮の一つの手段として、福岡県商工会連合会にて自動紙折機を導入して、傘下商工会や会員事業所へ無償で貸出を行いま

した。

【実施結果】

利用者(事業所)様の声

福岡県みやま市の事業所 様

ＰＲチラシを手折りして関係先に
配布していました。今回全自動紙
折機を利用させてもらったところ、 
2人で2時間位かかっていた作業が、
わずか20分で済みました。しかも
無料なので時間短縮と経費削減に
つながりました。
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きれい
大量の作業でも

手折りよりキレイに
折ること出来ます コスト

ダウン
作業を自動化する

ことで、時間･外注費
の削減になります

利用者(商工会)様の声

会費の請求書や事業者様への事業
案内チラシなど毎月大量の印刷物
を手折りしていました。県連が全
自動紙折機を導入されたと知って
利用させてもらっていますが、約
80％の作業量が削減できました。
仕上がりも手で折るよりキレイに
折れるため非常に助かっています。
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